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産廃Ｇメン石渡正佳が元
（現・千葉県河川海岸管理室長）

年2012

京都工業会館

産廃や不法投棄は今、どうなっている？

当講座で石渡氏を 2006 年にお招きしてから、

６年が経ちました。

あれから建築廃棄物は？最終処分場は？

そして、2011.3.11 以降、問題視されるガレキは？

経済の視点から、問題をとらえてきた石渡氏に、

現状やこれからの展望をお聞きします。

京都市ごみ減量推進会議・京都商工会議所

11月6日火

訪問先：大津板紙

「大津板紙のリサイクル事業と
　環境への取組み」

【予告】ミニツアー

 (滋賀県大津市馬場3丁目10番1号）

３階 第１教室

詳細は、京都市ごみ減量推進会議
ウェブサイトをご覧ください。

阪急 西京極駅 下車 東へ徒歩約10分

ご
み
減
量

京都市右京区西京極豆田町２番地

※京都市ごみ減量推進会議 会員は無料



平成 24年度 ごみ減量 企業向け実践講座「産廃問題を斬る！その後…」 
 
《石渡正佳 氏 プロフィール》 
１９５８年生まれ。日本大学経済学部卒。１９８１年に千葉県入庁。社会福祉、予算、医療、訴務などの担当を

歴任した後、１９９６年から産業廃棄物行政を担当し、千葉県で活躍している産廃Ｇメン「グリーンキャップ」の

創設に関わった。２００１年には、全国でも最大級の不法投棄常習地帯といわれた銚子地域の監視チームリーダー

として、短期間で同地域の不法投棄ゼロを達成した。 

税務調査的な立入検査手法を用いて集められたデータの分析によって、不法投棄の実態やアウトローの経済を構

造的に解明した『産廃コネクション』（ＷＡＶＥ出版、日経ＢＰ・ＢｉｚＴｅｃｈ図書賞受賞）で一躍注目を集め、

現在、現役公務員として、不法投棄を撲滅するための経済界を巻き込んだ取り組みや、地方自治改革などについて、

全国的な講演活動を展開している。その他の著書に『リサイクルアンダーワールドー産廃Ｇメンが告発！黒い環境

ビジネス』（WAVE 出版 2004）『スクラップエコノミー なぜいつまでも経済規模に見合った豊かさを手に入れられ

ないのだ』（日経 BP 社 2005）『産廃ビジネスの経営学』（ちくま新書 2005）など。産廃処理業者経営診断法「ｉ

メソッド」（I-Method、石渡メソッド）や新電子マニフェスト「ｉマニフェスト」を開発し、産廃処理・リサイクル

事業者の優良化を支援している。 

 
■開催日時 9月 21日（金）13：30〜16：00 
■定員    60名 

■参加費  1,000円（当日、頂戴致します。京都市ごみ減量推進会議会員は無料） 

■会場   京都工業会館 3階 第 1教室 （阪急 西京極駅下車 東へ徒歩約 10分） 
※駐車場がございますが，出来る限り公共交通機関をご利用ください。 

※参加対象者および内容は、企業の方を想定していますが、一般の方もご参加いただけます。 

※定員を超えた場合、抽選となります。あらかじめご了承ください。 

 

平 成 2 4 年 度 企 業 向 け 実 践 講 座 申 込 書 

９月２１日（金）開催 『産廃問題を斬る！その後…』 
下記、ご記入の上、FAX 送信いただくか、同様の内容を電子メールでお送りください。 

FAX 075-641-2971 ■申し込み締切 9月 14日(金)■ 
団体又は会社名  

所属(部署等)  

役職・氏名 
*複数でご参加の場合、全員のお名前のご記入をお願いします 

ご住所 〒 

お電話番号  ファックス番号  

電子メール  

9月 18日(火)までに受付の返信がない場合は、お手数ですが事務局までお問い合わせください。 

■お申し込み・お問合わせ■ 

京都市ごみ減量推進会議 事務局 
 〒 612-0031 京都市伏見区深草池ノ内町 13 

京エコロジーセンター活動支援室内  

TEL/ 075-647-3444  FAX/075-641-2971  

電子メール：gomigen@mbox.kyoto-inet.or.jp 
【休業日：木曜日・日祝日】  
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